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ト
ヨ
タ
自
動
車
は
３
月
10
日
、

新
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車「
ア
ク
ア
」

の
発
売
に
伴
い
、「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ 

Ｓ

Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
！
」（
Ａ
Ｓ

Ｆ
）
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始

め
た
。
全
都
道
府
県
50
カ
所
で
、

「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
故
郷
を
守
ろ

う
」（
静
岡
県
）「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
を

絶
滅
か
ら
守
ろ
う
」（
栃
木
県
）
な

ど
、
各
地
の
自
然
保
護
運
動
を
支

援
す
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
担
当
す
る

ト
ヨ
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン（
Ｔ
Ｍ
Ｊ
）の
折
戸
弘
一
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は「
企
業

と
社
会
と
個
人
と
い
う
三
者
が
、

『
共
に
成
長
す
る
』と
い
う
関
係
で

結
ば
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
Ａ
Ｓ

Ｆ
を『
共
成
長
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』

と
名
づ
け
た
」と
話
し
た
。

　
「
環
境
を
保
護
・
保
全
す
る
」
こ

と
、「
参
加
し
て
楽
し
め
る
」
こ
と

を
結
び
付
け
、
そ
れ
に
よ
り「
ア

ク
ア
に
共
感
し
て
も
ら
う
」
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｆ

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は「
い
い

ね
！
」
が
短
期
間
で
２
５
０
０
に

も
達
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
21
世
紀
最
強
の
経
営
戦
略

　なぜ企業にCSR（社会的責任）活動が
必要なのか。一見古めかしいこの命題が、
東日本大震災から１年を経た今、改めて
日本企業に問い掛けられている。内外の
社会や生活者は急速に、モノの価値より
も、「共感」や「心の満足」を重視し始めた。
CSRやソーシャルマーケティングはその
ための戦略だ。21世紀は、「いいね！」が
業績を伸ばす時代なのである。�

　

折
戸
氏
は「
こ
れ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で

は
な
く
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

予
算
も
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
は
な
く
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
出
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
が
、
客
観
的
に
見

れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

伴
っ
た
、
立
派
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
ろ
う
。

　

本
誌
オ
ル
タ
ナ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い

る
。

１
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と	

	

し
て
い
る
こ
と

２
地
域
社
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
巻	

	

き
込
ん
だ「
他
者
関
係
型
」で
あ	

	

る
こ
と

３
継
続
的
で
あ
る
こ
と
。
短
期
間	

	

で
終
ら
せ
な
い
こ
と

　

こ
こ
で
言
う「
社
会
的
課
題
」と

は
、
環
境
問
題
、
温
暖
化
、
貧
困
、

食
糧
、
教
育
、
人
権
、
格
差
問
題
、

障
が
い
者
雇
用
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
ど
、
人
と
社
会
と
環
境
に
ま
つ

わ
る
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
指
す
。

　

②
の「
他
社
関
係
型
で
あ
る
こ

と
」
も
重
要
な
要
素
だ
。
よ
く「
プ

リ
ウ
ス
は
ト
ヨ
タ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
だ
」

と
主
張
す
る
人
が
い
る
が
、
こ
れ

業
績
を
伸
ば
す

に
は
少
々
の
誤
解
が
あ
る
。
プ
リ

ウ
ス
と
い
う
ク
ル
マ
が
と
て
も
優

れ
た
環
境
性
能
を
持
っ
て
い
る
の

は
間
違
い
な
い
が
、
一
つ
の
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
は
い
わ
ば｢

自
己
完

結
型｣

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
が
成
立
す
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。

　

そ
れ
は
、
介
護
ベ
ッ
ド
だ
ろ
う

が
、
途
上
国
向
け
の
通
信
イ
ン
フ

ラ
で
も
同
じ
だ
。
地
域
社
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
初
め
て

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
本
業
と

連
動
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
考
え
る
人
が
多
い
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　

企
業
に
よ
る
寄
付
、
フ
ィ
ラ
ン

ソ
ロ
ピ
ー（
慈
善
）活
動
、
い
わ
ゆ

る
メ
セ
ナ
活
動
な
ど「
社
会
貢
献
」

と
呼
ば
れ
る
分
野
も
、
立
派
な
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
で
あ
る
。
あ
え
て

本
業
と
連
動
し
な
い
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
明

言
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　

本
田
技
研
工
業
の
米
国
法
人

「
ホ
ン
ダ
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
は
１
９
８
９

年
、
米
国
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
展
開

す
る
に
あ
た
っ
て「
ホ
ン
ダ
の
現

在
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
一
切
関
係
な

い
こ
と
」「
資
金
だ
け
出
す
の
で
は

な
く
、
自
ら
も
汗
を
流
し
直
接
参

加
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
２
つ
の

方
針
を
決
め
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
学

費
免
除
の
全
寮
制
の
教
育
施
設

「
イ
ー
グ
ル･

ロ
ッ
ク･

ス
ク
ー
ル
・

ア
ン
ド
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

（
コ
ロ
ラ
ド
州
）だ
。
こ
れ
は「
ホ
ン

ダ
を
育
て
て
く
れ
た
米
国
に
何
か

恩
返
し
を
し
た
い
」と
い
う
ホ
ン
ダ

の
創
業
者
・
本
田
宗
一
郎
の
意
思

に
よ
る
も
の
だ
。

　

こ
こ
の
卒
業
生
や
地
域
社
会
か

ら
ホ
ン
ダ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
感
謝
さ
れ
、
そ

し
て
将
来
の
顧
客
が
生
ま
れ
続
け

て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

「
攻
め
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」「
守
り
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
」と
い
う
表
現
も
よ
く
聞
く
。一

般
的
に
は
、
守
り
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
順
守
）

や
危
機
管
理
を
指
し
、
攻
め
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
は
、
本
業
と
連
動
し
た
活
動

を
指
す
こ
と
が
多
い
。

　

日
本
で
は
20
年
以
上
に
お
よ
ぶ

不
況
が
続
き
、
品
質
が
良
く
て
も

モ
ノ
が
売
れ
な
い
、
安
く
買
い
叩

か
れ
る
と
い
う
時
代
が
続
い
た
。

若
者
た
ち
は
簡
単
に
モ
ノ
を
買
わ

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
永
遠
に

続
く「
人
口
減
少
」も
国
内
市
場
を

む
し
ば
み
続
け
る
。

　

そ
の
中
で
、
企
業
競
争
は
さ
ら

に
激
化
し
て
い
く
。
自
動
車
や
家

電
な
ど
の
輸
出
型
産
業
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
は
さ
ら
に
激
化

す
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
ソ
ニ
ー
、

シ
ャ
ー
プ
な
ど
の
家
電
大
手
各
社

が
２
０
１
１
年
度
に
数
千
億
円
規

模
の
経
常
損
失
を
出
し
た
の
も
、

サ
ム
ソ
ン
な
ど
の
ラ
イ
バ
ル
企
業

に
敗
れ
た
結
果
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
さ
ら
に

国
外
市
場
に
打
っ
て
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
重
要
視
さ

れ
て
い
る
の
が「
心
の
満
足
」や「
共

感
」、
そ
し
て｢

い
い
ね
！｣

だ
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
市
場

に
な
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ（
ブ
ラ
ジ
ル
、

ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
南
ア
フ

リ
カ
）
や
発
展
途
上
国
で
は
貧
困

層
の
割
合
が
な
お
多
い
た
め
、
貧

困
問
題
や
格
差
問
題
に
対
す
る
国

民
の
関
心
が
日
本
よ
り
高
い
。

　

特
に
イ
ン
ド
で
は
、
大
企
業
が

貧
困
層
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
当

共
成
長
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

「
プ
リ
ウ
ス
」は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
か

本
業
と
連
動
し
な
い
場
合
も

CSRは21世紀最強の経営戦略

利
益
の
６
％
を
社
会
還
元
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い
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ね
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